国際連携2020-3-02

2020年度第2回国際連携タスクフォース 議事録(案)




　
 国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2020年9月8日（火）13:30～15:15
２．開催場所　：　オンライン会議（ZOOM）
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　堀内　一　　　UMLモデリング推進協議会
特別会員　　祁答院包則
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　兼子　邦彦
　一般社団法人SCCCリアルタイム経営推進協議会　　
幹事会員    遠城　秀和  　NTTデータシステム技術株式会社
幹事会員    廣瀬　賢次郎  株式会社グローバルワイズ

幹事会員　　香坂　真人 　 株式会社JSOL
幹事会員　　古城　篤　　　株式会社ウフル
幹事会員　　柳　　紀夫　　日本電気株式会社

幹事会員　　藤森　英明　　日本電気株式会社

正　会員　　猪股　洋二　　パティオシステムズ株式会社
正　会員　　谷川　伸司  　キヤノンITソリューションズ株式会社
正　会員　　森　　安代　　NECソリューションイノベータ株式会社
正　会員　　惣代　和明　　NECソリューションイノベータ株式会社
正　会員　　中村　秋人　　豊田通商株式会社
賛助会員    川内　晟宏  　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員　　鈴木　耀夫　　NPO法人観光情報流通機構

事 務 局　　菅又　久直　　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会  
出席者17名
４．議事概要　
2020年度第2回国際連携タスクフォースは、以下の議事を実施した。（資料：国際連携2020-2-01第2回国際連携タスクフォース議事次第）
４－１．第1回国際連携タスクフォース議事録確認
　資料に基き事務局より第1回国際連携タスクフォース議事録（案）が説明され、承認された。
（資料：国際連携2020-2-02 第1回国際連携タスクフォース議事録）
４－２．国連CEFACTプロジェクト進捗状況
　資料に基き事務局よりメッセージ構築ガイドプロジェクト（Message Construction Guideline for CCBDA）及び受信確認メッセージプロジェクト(Cross Industry Acknowledgement Process)の公開レビューの結果が報告された。
（資料：国際連携2020-2-03　国連CEFACTプロジェクト進捗状況）

（1） メッセージ構築ガイドプロジェクト
（参考資料：Message Construction Guideline for CCBDA）

· 本プロジェクトは、CCBDA(Core Component Business Document Assembly)に基づき、①Document Centric方式のメッセージ（メッセージ毎に使われるABIEだけを選定し、当該ABIEをメッセージで必要とされるプロパティに制限したMBIEによりメッセージ構築定義を行うもの。SIPSにて公開している業界横断EDI参照メッセージはこの方式により定義されている。）と、②Reference Data Model方式のメッセージ（特定領域で使われるABIEを選定し、そのABIEを特定領域で必要とされるプロパティに制限したMBIEを当該領域の再利用ABIEモジュール（Contextualized ABIE Module）として定義し、特定領域内のメッセージを共通の再利用ABIEモジュールに登録されたMBIEによって構築定義する方式。特定領域として、現在、サプライチェーンマネージメント領域（SCRDM）と運輸領域（MMT-RDM）が定義されている。）の２つのメッセージ構築ガイドを定義した。
· 公開レビューは6月12日～8月12日の期間で行われ、期間中にコメントが無かったため、ビューローに対し国連CEFACT Webより正式発効するよう依頼した。
· 当ガイドラインの中でまとめられたCCBDAとNDR（XML Naming Design Rule）の改善項目につき、技術仕様のメインテナンスプロジェクトを開始する予定。
（2） 受信確認メッセージプロジェクト
（参考資料：BRS Cross Industry Acknowledement Process）
· 本プロジェクトは、汎用的な受信確認（Acknowledege）を定義するもので、受信確認を扱うビジネス要件仕様（BRS：Business Requirement Specification）とそれに基く受信確認メッセージを定義するもの。
· 公開レビューは8月12日～10月11日の期間で行われている。現在、次のコメントを受けており、BRSへの改善（備考等の説明追加）を検討中。

＝＞「受信者の確認結果が発信者に返信された折、発信者が受信者の確認結果（受信者がエラーと判定）に異議のある場合にどう対処するのか？」
＜質疑＞
· 受信確認で何をAcknowledgeするのかわからない。例えば、注文メッセージに対して注文回答を返すのもAcknowledegementであり、汎用的受信確認では何がAcknowledege対象になるのか。
· 当メッセージは欧州の電子インボイス対応としての必要性から生まれたものであるが、汎用的な受信確認として使えるようにメッセージ設計がなされている。Acknowledegeの目的と範囲は参考資料のBRSを参照いただきたい。

４－３．2021年―2022年 国連CEFACT活動計画
　資料に基き事務局より、Specification Domain（SIPS事務局：菅又がDomain Coordinator）として2021年-2022年活動計画に含めるために提出した要望書につき説明が行われた。
（資料：国際連携2020-2-04　国連CEFACT活動計画（2021-2022））

· Specification Domainとして実施したいテーマ：
· 技術仕様（CCBDA/NDR）の更改。
· ビジネス文書プロファイル合意形成プロジェクト。
· edi-APIに関わる技術仕様整備プロジェクト。
· Supply Chain Management Domainで実施してもらいたいテーマ：
· AI連携（eNegotiation）プロジェクト。
· 参照データモデル（含むAPI）のメインテナンス手続き。

４－４．国連CEFACT新プロジェクト提案
（1） AI連携（eNegotiation）プロジェクト　
プロジェクト提案資料に基き柳委員（日本電気株式会社）より、eNegotiationプロジェクトの紹介が行われた。日本から提案した当プロジェクトは、ビューローの承認が済み、既に6カ国（ドイツ、イタリア、ギリシャ、ロシア、ウクライナ、ベトナム）からのSupport表明もなされて正式に発足している（日本からのSupport表明はHoDの経済産業省から送信中）。10月の国連CEFACTオンラインフォーラム中（10月13日）にKick Offミーティングを実施する予定。

（資料：国際連携2020-2-05　AI連携（eNegotiation）プロジェクト計画）
（2） ビジネス文書プロファイル合意形成（BDAP/BDAA）プロジェクト

プロジェクト概要検討資料に基き遠城委員（NTTデータシステム技術株式会社）より、BDAP/BDAAの考え方につき説明が行われた。本プロジェクトについては、更に検討を進めた上で国連CEFACTに提案したい（国連CEFACT活動計画（2021-2022）にはプロジェクト計画として計上）。なお、10月の国連CEFACTオンラインフォーラムでの提案は見送る。
（資料：国際連携2020-2-06 BDAP/BDAAプロジェクト計画）
４－５．国連CEFACTオンラインフォーラム
　資料に基き事務局より、10月5日～10月9日、10月12日～10月16日、11月9日～11月13日に行われる国連CEFACTオンラインフォーラムの会議スケジュール、及びSpecification Domain（10月14日13:00-16:00 CET）の議事予定につき説明が行われた。なお、議事予定に掲載しているBDAP/BDAAは削除する。
（資料：国際連携2020-2-07 国連CEFACTオンラインフォーラム）
４－６．ISO TC154総会報告
  資料に基き事務局より、7月17日、8月20日、8月27日に開催されたISO TC154総会の概要説明が行われた。
（資料：国際連携2020-2-08 ISO TC154総会報告）
· TC154の議長は中国のHongru Zhu氏で、日本の国内審議会はNPO日本ネットワークセキュリティ協会（JNSA）が担当している。SIPS菅又はEDI関連テーマを担当。
· JWG1：ISO9735-10（EDIFACTシンタックス：サービスコード）につき、コード表の改訂を実施すべきとの提言を行った（新EDIFACTメッセージタイプコード）。また、ISO9735-11 (Version 3 compatible profile for Version 4 of ISO 9735)の原案作成審議が行われた。
· WG4（e-documents）：AWI36100 (Document Metamodel) の審議を続行。
· WG5（Date and time）：ISO/AWI 34300“Date and time—Codes for calendar systems” の審議が進められている。これにより日本の暦年「令和」も表現可能になる。
· WG6（Trusted eCommunication）：日本とETSI（欧州電気通信標準化機構）と共同で提案したISO14533シリーズ（電子署名付き文書の長期保存）のシステマティク・レビューが行われた。
· WG7（Digital Business）：ISO/AWI 5054-1 “Specification for an Enterprise Canonical Model — Part 1: Architectureを審議中。
· JWG8:（Logistics data contents and process）：ISO/WD 23355 “Visibility data interchange between logistics information service providers”を2021年6月までにCD投票を行う。なお、当標準は日本・中国・韓国で行っているコンテナ貨物の情報共有システム（NEAL-NET）にインパクトがあると考えられる。

４－７．その他
　EDIに関連しそうな新たなTC321（Transaction Assurance in E-commerce）がISOに昨年設置された。議長国の中国より、次の２つのプロジェクトが提案されており、SIPS菅又はTC154のリエゾンとして参加し、動向をチェックすることとする。
1 　PWI 5107  電子商取引における製品品質評価情報の交換に関する指針
電子商取引のサプライチェーンにおいて製品の品質評価情報を交換するための枠組み／共通モジュール、受理のための最小限の情報のデータモデル、並びにデータ構造及び拡張の方法。
2 　 PWI 5106　電子商取引における製品トレーサビリティ情報の共有に関する指針
電子商取引における製品トレーサビリティ情報の共有に関する一般原則、電子商取引のサプライチェーンコンテキスト、重要な追跡イベント、共有手順、及びデータ共有に関する要求事項。
４－８．次回の日程について
　次回の国際連携タスクフォースは以下の通り。

会議名 ：第3回国際連携タスクフォース

日時 　：2020年10月27日（火）13:30 – 15:30
以 上
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